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那智勝浦町立温泉病院 概要及び業務内容 
 
１． 施設の概要 

施設の概要については、次のとおり。 
名 称 那智勝浦町立温泉病院 
所在地 和歌山県那智勝浦町大字天満 1185 番地 4 
基本理念 私たちは医療人としての倫理を守り、皆様から信頼され、 
 やさしさといたわりと、そして心に寄り添う医療を提供します。 
基本方針 ・地域住⺠に信頼される安全・安心な医療を提供します。 
 ・地域の医療機関と密接に連携した医療を提供します。 
 ・コミュニケーション力の高い魅力的な医療人を育成し 
  病院の発展を目指します。 
 ・地域の大学の協力を得てリハビリテーション医療の拠点性を高め 
  住⺠⽣活を⽀えます。 
 ・命と健康を守る災害医療を提供します。 
 ・病院経営の健全性の向上を図ります。 
スローガン 人の和・信頼の輪・命の環 
開設者 那智勝浦町⻑ 堀 順一郎 
管理者（病院⻑） 中 紀文 
診療科目 内科、循環器内科、糖尿病内科、整形外科、リハビリテーション科、眼科、

小児科 
許可病床数 一般 120 床（３階⻄病棟 30 床、３階東病棟 30 床、４階病棟 60 床） 
指定・認定 救急告示病院・災害⽀援病院 
 和歌山県地域密着型協力病院 
 地域リハビリテーション広域⽀援センター 
 臨床研修病院（協力型） 
 日本リハビリテーション医学会認定研修施設 
 日本整形外科学会専門医研修施設 
職員数 正職員 134 人、会計年度任用職員 66 人（令和６年４月１日時点） 
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２． 運用状況 
運用状況は、次のとおり。（令和５年度実績） 

レセプト実績 外来 27,269 件／年 入院  2,496 件／年 
年間延べ患者数 

診療科名 外来（人） 入院（人） 新入院（人） 退院（人） 
内科 11,108 9,721 564 561 
整形外科 14,899 8,602 383 376 
リハビリテーション科 6,278 19,345 397 386 
循環器内科 549    
糖尿病内科 1,513    
眼科 1,620    
透析 4,018    

健診・検診       433 件（うち 協会けんぽ 230 件） 
予防接種        133 件 
インフルエンザ予防接種 474 件 
 

３． 診療日程 
診療日程は、次のとおり。（令和６年７月時点） 

 
※ 診療日は月曜から⾦曜日とし、⼟曜日、日曜日、国⺠の祝日、１月２日及び３日、12 月 29 日、

30 日及び 31 日は含まない。 
 

  

第１診 第２診 第３診 検診・糖尿病センター 第１診 第２診

午前 山田 神田 中 （山本章）

午後
(非常勤医師)

 循環器※2

午前 神田 武内 （髙見）※3
（中野）
検診※7

担当医※8
(新宮市立医療センター)

（木浦） （坂野）※10
非常勤医師

（和医大）※11

午後 （中野）※5

午前 山田 切士 神田
（中野）
検診※7 中 （木浦） （笹山）※10

午後 （中野）※6

午前 山田 切士 武内 （中）※9 （坂野）※10

午後
（山本）
糖尿病※1

（髙見）※4

受付 7:30～11:30 7:30～11:00

診療 9:00～ 9:00～

診療 13:30～ 13:00～

非常勤医師
（和医大）※12

診
療
時
間

午前
7:30～11:30 7:30～11:30

9:00～ 9:00～

午後
受付

金

7:30～15:00 7:30～14:00

検査（予約）

午前
　(山本)
糖尿病※1 武内 ※13

月

火

手術

水
検査（予約）

木

手術

担当医※8
(新宮市立医療センター) （山本章） （上田）※10

午後
（山本）
糖尿病※1

     診療科 内　科・小児科 整形外科 リハビリ
テーション科

眼　科
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４． 施設基準・届け出等 
施設基準及び届け出等（令和６年７月時点）は、次のとおり。 

・ 一般病棟入院基本料６ 
・ 障害者施設等入院基本料 
・ 救急医療管理加算 
・ 診療録管理体制加算２ 
・ 医師事務作業補助体制加算１ 
・ 急性期看護補助体制加算 
・ 特殊疾患入院施設管理加算 
・ 療養環境加算 
・ 重症者等療養環境特別加算 
・ 医療安全対策加算２ 
・ 感染対策向上加算２ 
・ 患者サポート体制充実加算 
・ 褥瘡ハイリスク患者ケア加算 
・ データ提出加算 
・ 入退院⽀援加算 
・ 地域包括ケア入院医療管理料２ 
・ 入院時食事療養／⽣活療養（Ⅰ） 
・ 小児運動器疾患指導管理料 
・ 二次性骨折予防継続管理料１〜３ 
・ 夜間休日救急搬送医学管理料の注３に掲げる救急搬送看護体制加算 
・ 薬剤管理指導料 
・ 在宅経肛門的自己洗腸指導管理料 
・ 検体検査管理加算（Ⅰ） 
・ ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影 
・ 脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ） 
・ 運動器リハビリテーション料（Ⅰ） 
・ 呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ） 
・ 人工腎臓 
・ 人工腎臓 導入期加算１ 
・ 透析液水質確保加算及び慢性維持透析濾過加算 
・ 看護職員処遇改善評価料３８ 
・ 外来・在宅ベースアップ評価料 
・ 入院ベースアップ評価料 
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５． 医療情報システム 
医事業務に使用する医療情報システムの主な構成は、次のとおり。なお、令和６年度中に医療情報

システムの更新を予定しており、構成が変更となる場合がある。 
システム 名称 
電子カルテ・オーダリングシス
テム 

MegaOak MIRAIs Ⅴ（NEC） 

医事会計システム・DPC システ
ム 

MegaOak IBARSⅢ/LT・MegaOakDPC（NEC） 

レセプトチェックシステム 受託業者による持ち込み 
グループウェア e3Office（システムリサーチ社） 
健診システム iD-Heart（株式会社テクノア） 
文書作成システム MEDI-Papyrus（ニッセイ情報テクノロジー株式会社） 
 

 


